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項目 諸元
算定年度 2017年度～2019年度（各年度毎に算定後、過去３年間の平均値を採用）
電力需要 2017年度～2019年度のエリア実績
太陽光発電・風力発電の供給力 太陽光発電と風力発電の時間帯別の各年度発電実績で評価
供給力（ベース） 震災前過去30年間の稼働率平均に、設備容量を乗じて算定
火力発電の供給力 安定供給が維持可能な最低出力
揚水式水力・需給調整用蓄電池の活用 再エネの余剰電力吸収のため最大限活用（発電余力として最大発電機相当を確保）
地域間連系線の活用 間接オークションの活用の見通しに応じた幅を持った数値を採用

 出力制御の見通しの算定の前提は、従来「接続可能量」の算定に用いてきた前提と同様としつつ、 出力制御の見
通しの算定に当たっては、より実際の導入実績等に即したものにするため、昨年度同様の考え方を採用する。

 なお、出力制御の見通しは、前提と同様の条件が揃った場合に発生するため、実際に発生する出力制御の時間数
等については、電力需要や電源の稼働状況等によって変動することや、あくまでも試算値であり、電力会社が上限値
として保証するものではないことに留意する必要がある。

出力制御の見通しの算定に関する考え方

出力制御の見通しの算定に関する考え方
① 「8,760時間の実績ベース方式」による見通しのみ算定。（「２σ方式」の見通しは策定しない。）
② 実際の導入実績等に即した、今後の導入増加量を採用。
③ 過去３年の年度毎に見通しを算定後、過去３年間の平均値を採用。
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（参考１）「接続可能量」の算定方法①

【Ａ】需要
需要については、算定対象年度の前年度のエ
リア需要実績に、余剰買取による太陽光発電
の自家消費分を考慮した実需要を用いる。
また、最低需要については、４月又は５月の
休日（ＧＷを除く）の晴天日昼間の太陽光
発電の出力が大きい時間帯の需要とする。

【Ｄ】太陽光・風力発電
太陽光・風力発電の出力につ
いては、合成２σ値相当を採用
するとともに、発電量が少ない
日（曇天・雨天）を考慮する。

【Ｅ】揚水式水力
揚水式水力については、再エネ余剰時に揚水運転を行い、再エネ受け入れのために
最大限活用する。その際には、以下の３点を考慮。
１．kW：再エネの出力（下図の高さ）に対して、揚水運転が対応可能か
２．kWh：揚水可能量が、余剰再エネ量（下図の面積）に対して十分か
３．週間運用：揚水した水を、夜間等に放水（揚水発電）が可能か

【Ｆ】出力制御
年間30日、年間360時間(太
陽光)、年間720時間(風力)※
までの出力制御による需給調
整を織り込み「接続可能量」を
算定する。

【Ｂ】原子力、地熱、水力等
原子力、地熱、水力の出力については、震災前
過去30年間の設備平均利用率を用いて評価し
た。なお、バイオマスについては、過去の実績を用
いる。
また、地熱、小水力、バイオマスについては、導入
が見込まれる案件を織り込む。

【Ｃ】火力発電
火力発電の出力については、
再エネ特措法のルールを前提と
して、安定供給上必要な下限
値まで制御又は停止しながら、
可能な限り経済的な運用を行
うこととする。

【Ｂ】原子力、地熱、水力等

風力

太陽光

【Ｃ】火力電源（最低出力）

【Ｅ】揚水発電

【
Ａ
】
需
要

【Ｅ】揚水運転

【Ｄ】

【Ｆ】出力制御

【需給バランス断面のイメージ図】

※ 風力発電については、JWPAより「風
力発電の出力制御の実施における対
応方針」において示された部分制御
考慮時間により算定する。
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太陽光・風力
合成２σ出力

デュレーションカーブ
（365日の13時需要の年間最大から最小までのグラフ。
実際には8,760時間で分析）

※ 但し、雨天・曇天は太陽光出力を小さく評価し、区別して制御対象日から除外

万ｋＷ
【イメージ図】

（Ｄ）：対応する
設備容量を「接続
可能量」として決定日数

揚水式水力の揚水運転：（Ｂ）
太陽光・風力の出力制御：（Ｃ）

延べ制御日数：Ｘ日
（例：90日）※

太陽光・風力発電の余剰電力：（Ｂ）＋（Ｃ）

揚水運転

出力制御

 年間を通しての「接続可能量」算定のイメージ
① 太陽光・風力の出力が大きい状況では、火力電源を安定供給に必要な最低出力とする。・・・（Ａ）
② その上で、電気の供給量が需要量を超過する場合、まずは揚水運転を実施し、できる限り余剰の再エネ
電気を吸収。・・・（Ｂ）

③ それでもなお、太陽光・風力の余剰電力が発生する場合は、年間30日、年間360時間（太陽光）、年
間720時間（風力）を上限とする出力制御を実施。・・・（Ｃ）

④ １発電所当たりの再エネ電気の出力制御日数が年間30日、年間360時間（太陽光）、年間720時間（風
力）に達するまで、太陽光発電・風力発電を受入れることとし、「接続可能量」を算定。・・・（Ｄ）

（Ａ）原子力・地熱・水力・火力（最低出力）

（Ｂ）
（Ｃ）

（365日）（1日）

①

②
③

需要
⇒

（参考２）「接続可能量」の算定方法② 4



※1 昼間最低負荷については、4月又は5月のGWを除く晴れた休日昼間の太陽光発電の出力が大きい時間帯の需要に、余剰買取による太陽光発電の自家消費分を加算しており、
2016～2018年度の平均値である。

※2 至近の導入状況等を踏まえ、各社が見積もった30日等出力制御枠からの追加接続量ごとに、出力制御の見通しを算定。

5（参考３-１）指定電気事業者の下で追加される太陽光発電と出力制御の見通し（2019年度）

（ ）内は出力制御率 注）各電力の風力は30日等出力制御枠を前提。

30日等
出力制御枠

最小需要
(※1) 連系線活用量 実績ベースの見通し（2016～2018年度の実際の需要、

日照等を基礎にして試算後、過去３年間の平均値）(※２)

北
海
道

117万ｋＷ 279万ｋＷ

0万ｋＷ
＜0%＞

+20万ｋＷ
1,756時間
（48.6％）

+40万ｋＷ
1,815時間
（50.4％）

+60万ｋＷ
1,888時間
（52.6％）

+80万ｋＷ
1,951時間
（54.8％）

+100万ｋＷ
2,008時間
（56.8％）

30万ｋＷ
＜50%＞

+20万ｋＷ
816時間
（26.5％）

+40万ｋＷ
887時間
（29.3％）

+60万ｋＷ
968時間
（32.4％）

+80万ｋＷ
1,048時間
（35.4％）

+100万ｋＷ
1,139時間
（38.5％）

59万ｋＷ
＜100%＞

+20万ｋＷ
118時間
（5.3％）

+40万ｋＷ
164時間
（7.4％）

+60万ｋＷ
220時間
（9.8％）

+80万ｋＷ
318時間
（14.1％）

+100万ｋＷ
421時間
（18.4％）

東
北 552万ｋＷ 768万ｋＷ

0万ｋＷ
＜0%＞

＋150万ｋＷ
1,018時間
(43.0％)

＋300万ｋＷ
1,435時間
(57.3％)

＋450万ｋＷ
1,779時間
(67.5％)

98.1万ｋＷ
＜50%＞

＋150万ｋＷ
382時間
(6.5％)

＋300万ｋＷ
680時間
(18.6％)

＋450万ｋＷ
962時間
(28.0％)

196.1万ｋＷ
＜100%＞

＋150万ｋＷ
133時間
(2.2％)

＋300万ｋＷ
348時間
(5.6％)

＋450万ｋＷ
615時間
(13.6％)



※1 昼間最低負荷については、4月又は5月のGWを除く晴れた休日昼間の太陽光発電の出力が大きい時間帯の需要に、余剰買取による太陽光発電の自家消費分を加算しており、
2016～2018年度の平均値である。

※2 至近の導入状況等を踏まえ、各社が見積もった30日等出力制御枠からの追加接続量ごとに、出力制御の見通しを算定。

30日等
出力制御枠

最小需要
(※1) 連系線活用量 実績ベースの見通し（2016～2018年度の実際の需要、

日照等を基礎にして試算後、過去３年間の平均値）(※2)

北
陸 110万ｋＷ 252万ｋＷ

0万ｋＷ
＜0%＞

+20万ｋＷ
1,120時間
(28.0%)

+40万ｋＷ
1,244時間
（31.7％）

＋60万ｋＷ
1,393時間
（34.0％）

83.5万ｋＷ
＜50%＞

+20万ｋＷ
132時間
(5.4%)

+40万ｋＷ
145時間
（6.0％）

＋60万ｋＷ
156時間
（6.7％）

167万ｋＷ
＜100%＞

+20万ｋＷ
24時間
(1.4%)

+40万ｋＷ
33時間
（1.7％）

＋60万ｋＷ
39時間
（2.2％）

中
国 660万ｋＷ 534万ｋＷ

0万ｋＷ
＜0%＞

＋100万ｋＷ
738時間
(34.8％)

＋200万ｋＷ
914時間
(42.1％)

＋300万ｋＷ
1,062時間
(47.6％)

59万ｋＷ
＜50%＞

＋100万ｋＷ
276時間
(14.3％)

＋200万ｋＷ
440時間
(21.9％)

＋300万ｋＷ
631時間
(30.1％)

118万ｋＷ
＜100%＞

＋100万ｋＷ
175時間
(9.3％)

＋200万ｋＷ
253時間
(13.1％)

＋300万ｋＷ
354時間
(17.9％)
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（ ）内は出力制御率 注）各電力の風力は30日等出力制御枠を前提。

（参考３-２）指定電気事業者の下で追加される太陽光発電と出力制御の見通し（2019年度）



※1 昼間最低負荷については、4月又は5月のGWを除く晴れた休日昼間の太陽光発電の出力が大きい時間帯の需要に、余剰買取による太陽光発電の自家消費分を加算しており、
2016～2018年度の平均値である。

※2 至近の導入状況等を踏まえ、各社が見積もった30日等出力制御枠からの追加接続量ごとに、出力制御の見通しを算定。

30日等
出力制御枠

最小需要
(※1) 連系線活用量 実績ベースの見通し（2016～2018年度の実際の需要、

日照等を基礎にして試算後、過去３年間の平均値）(※2)

四
国 257万ｋＷ 255万ｋＷ

0万ｋＷ
＜0%＞

＋30万ｋＷ
866時間
(40.1%)

＋60万ｋＷ
997時間
(44.1%)

＋90万ｋＷ
1,129時間
(48.0%)

67.5万ｋＷ
＜50%＞

＋30万ｋＷ
154時間
(8.2%)

＋60万ｋＷ
226時間
(11.7%)

＋90万ｋＷ
387時間
(19.5%)

135万ｋＷ
＜100%＞

＋30万ｋＷ
14時間
(0.7%)

＋60万ｋＷ
31時間
(1.7%)

＋90万ｋＷ
84時間
(3.6%)

九
州 817万ｋＷ 805万ｋＷ

0万ｋＷ
＜0%＞

+400万ｋＷ
1,526時間
（57%）

+500万ｋＷ
1,736時間

(59%)

+600万ｋＷ
1,912時間

(61％)

+700万ｋＷ
2,037時間

(65％)

65万ｋＷ
＜50%＞

+400万ｋＷ
1,271時間
（40%）

+500万ｋＷ
1,446時間
（43%）

+600万ｋＷ
1,622時間
（45%）

+700万ｋＷ
1,786時間
（48%）

130万ｋＷ
＜100%＞

+400万ｋＷ
922時間
（21%）

+500万ｋＷ
1,093時間
（26%）

+600万ｋＷ
1,290時間
（30%）

+700万ｋＷ
1,449時間
（34%）
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（ ）内は出力制御率 注）各電力の風力は30日等出力制御枠を前提。

（参考３-３）指定電気事業者の下で追加される太陽光発電と出力制御の見通し（2019年度）



※1 昼間最低負荷については、4月又は5月のGWを除く（沖縄については3～5月）晴れた休日昼間の太陽光発電の出力が大きい時間帯の需要に、余剰買取による太陽光発電の
自家消費分を加算しており、 2016～2018年度の平均値である。

※2 至近の導入状況等を踏まえ、各社が見積もった30日等出力制御枠からの追加接続量ごとに、出力制御の見通しを算定。

30日等
出力制御枠

最小需要
(※1) 連系線活用量 実績ベースの見通し（2016～2018年度の実際の需要、

日照等を基礎にして試算後、過去３年間の平均値）(※2)

沖
縄 49.5万ｋＷ 67.7万ｋＷ -

＋7.4万ｋＷ
451時間
（11.1%）

＋14.8万ｋＷ
728時間
（16.5%）

＋22.2万ｋＷ
1,183時間
（23.2%）
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（ ）内は出力制御率 注）各電力の風力は30日等出力制御枠を前提。

（参考３-４）指定電気事業者の下で追加される太陽光発電と出力制御の見通し（2019年度）



※1 昼間最低負荷については、4月又は5月のGWを除く晴れた休日昼間の太陽光発電の出力が大きい時間帯の需要に、余剰買取による太陽光発電の自家消費分を加算しており、
2016～2018年度の平均値である。

※2 至近の導入状況等を踏まえ、各社が見積もった30日等出力制御枠からの追加接続量ごとに、出力制御の見通しを算定。

30日等
出力制御枠

最小需要
(※1) 連系線活用量 実績ベースの見通し（2016～2018年度の実際の需要、

日照等を基礎にして試算後、過去３年間の平均値）(※2)

北
海
道

36万ｋＷ 279万ｋＷ

0万ｋＷ
＜0%＞

+40万ｋＷ
3,317時間
（29.2％）

+80万ｋＷ
3,856時間
（33.4％）

+120万ｋＷ
4,445時間
（37.4％）

+160万ｋＷ
4,975時間
（41.1％）

+200万ｋＷ
5,363時間
（44.8％）

30万ｋＷ
＜50%＞

+40万ｋＷ
1,559時間
（13.3％）

+80万ｋＷ
2,056時間
（16.4％）

+120万ｋＷ
2,607時間
（20.3％）

+160万ｋＷ
3,301時間
（24.5％）

+200万ｋＷ
3,862時間
（28.8％）

59万ｋＷ
＜100%＞

+40万ｋＷ
436時間
（2.8％）

+80万ｋＷ
653時間
（4.2％）

+120万ｋＷ
1,130時間
（6.8％）

+160万ｋＷ
1,709時間
（10.4％）

+200万ｋＷ
2,257時間
（14.3％）

東
北 251万ｋＷ 768万ｋＷ

0万ｋＷ
＜0%＞

＋150万ｋＷ
1,609時間
(16.0％)

＋300万ｋＷ
2,414時間
(24.5％)

＋450万ｋＷ
3,304時間
(33.6％)

98.1万ｋＷ
＜50%＞

＋150万ｋＷ
582時間
(4.5％)

＋300万ｋＷ
1,025時間

(7.7％)

＋450万ｋＷ
1,732時間
(13.5％)

196.1万ｋＷ
＜100%＞

＋150万ｋＷ
201時間
(1.5％)

＋300万ｋＷ
464時間
(3.2％)

＋450万ｋＷ
842時間
(5.8％)

9（参考４-１）指定電気事業者の下で追加される風力発電と出力制御の見通し（2019年度）

（ ）内は出力制御率 注）各電力の太陽光は30日等出力制御枠を前提。



※1 昼間最低負荷については、4月又は5月のGWを除く晴れた休日昼間の太陽光発電の出力が大きい時間帯の需要に、余剰買取による太陽光発電の自家消費分を加算しており、
2016～2018年度の平均値である。

※2 至近の導入状況等を踏まえ、各社が見積もった30日等出力制御枠からの追加接続量ごとに、出力制御の見通しを算定。

30日等
出力制御枠

最小需要
(※1) 連系線活用量 実績ベースの見通し（2016～2018年度の実際の需要、

日照等を基礎にして試算後、過去３年間の平均値）(※2)

北
陸 59万ｋＷ 252万ｋＷ

0万ｋＷ
＜0%＞

+30万ｋＷ
1,891時間
（20.9％）

+60万ｋＷ
2,133時間
（23.5％）

+90万ｋＷ
2,380時間
（28.6％）

83.5万ｋＷ
＜50%＞

+30万ｋＷ
280時間
（4.1％）

+60万ｋＷ
323時間
（4.7％）

+90万ｋＷ
374時間
（5.4％）

167万ｋＷ
＜100%＞

+30万ｋＷ
57時間
（0.9％）

+60万ｋＷ
66時間
（1.1％）

+90万ｋＷ
86時間
（1.4％）

中
国 109万ｋＷ 534万ｋＷ

0万ｋＷ
＜0%＞

＋50万ｋＷ
694時間
(6.8％)

＋100万ｋＷ
734時間
(7.3％)

＋150万ｋＷ
798時間
(8.0％)

59万ｋＷ
＜50%＞

＋50万ｋＷ
389時間
(3.8％)

＋100万ｋＷ
407時間
(4.0％)

＋150万ｋＷ
434時間
(4.3％)

118万ｋＷ
＜100%＞

＋50万ｋＷ
219時間
(2.3％)

＋100万ｋＷ
230時間
(2.4％)

＋150万ｋＷ
251時間
(2.8％)
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（ ）内は出力制御率 注）各電力の太陽光は30日等出力制御枠を前提。

（参考４-２）指定電気事業者の下で追加される風力発電と出力制御の見通し（2019年度）



※1 昼間最低負荷については、4月又は5月のGWを除く晴れた休日昼間の太陽光発電の出力が大きい時間帯の需要に、余剰買取による太陽光発電の自家消費分を加算しており、
2016～2018年度の平均値である。

※2 至近の導入状況等を踏まえ、各社が見積もった30日等出力制御枠からの追加接続量ごとに、出力制御の見通しを算定。

30日等
出力制御枠

最小需要
(※1) 連系線活用量 実績ベースの見通し（2016～2018年度の実際の需要、

日照等を基礎にして試算後、過去３年間の平均値）(※2)

四
国 71万ｋＷ 255万ｋＷ

0万ｋＷ
＜0%＞

＋40万ｋＷ
586時間
(6.6%)

＋80万ｋＷ
759時間
(8.7%)

＋120万ｋＷ
956時間
(11.0%)

67.5万ｋＷ
＜50%＞

＋40万ｋＷ
205時間
(2.2%)

＋80万ｋＷ
247時間
(2.5%)

＋120万ｋＷ
314時間
(3.1%)

135万ｋＷ
＜100%＞

＋40万ｋＷ
19時間
(0.1%)

＋80万ｋＷ
36時間
(0.3%)

＋120万ｋＷ
64時間
(0.5%)

九
州 180万ｋＷ 805万ｋＷ

0万ｋＷ
＜0%＞

+100万ｋＷ
442時間
（3%）

+150万ｋＷ
561時間
(4%)

+200万ｋＷ
672時間
(5%)

65万ｋＷ
＜50%＞

+100万ｋＷ
362時間
（2%）

+150万ｋＷ
451時間
（3%）

+200万ｋＷ
545時間
（4%）

130万ｋＷ
＜100%＞

+100万ｋＷ
110時間
（1%）

+150万ｋＷ
169時間
（1%）

+200万ｋＷ
229時間
（2%）
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（ ）内は出力制御率 注）各電力の太陽光は30日等出力制御枠を前提。

（参考４-３）指定電気事業者の下で追加される風力発電と出力制御の見通し（2019年度）
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